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一般社団法人 岡山に夜間中学校をつくる会 理事長 
城之内 庸仁 氏 

玉島市民交流センター２階 第２会議室 

～誰一人も取り残さない教育を求めて 
   岡山自主夜間中学校から見えてきたもの～ 

令和３年度 人権教育連続講座 

第２回 あなたと私の人生学 

問合せ：玉島公民館（倉敷市玉島阿賀崎 1-10-1 ☎526-7625） 
■マスク着用でご来館下さい。 
■次のいずれかに該当する方は受講をご遠慮ください。 

息苦しさ・強いだるさ・咳・咽頭痛などの症状がある方／平熱＋１度以上の症状がある方／同居家族
や身近な知人に感染が疑われる方がいる方／過去２週間以内に、感染拡大している国・地域へ渡航し
た方 

■新型コロナウイルス感染症拡大に伴い中止とする場合があります。 
■講演会開始２時間前の時点で「暴風警報」もしくは「特別警報」が発令している場合は中止とします。 

 

「『もう一度学びたい』という気持ちに寄り添う･･」 

教育機会確保法の制定により、国はすべての都道府県

に少なくとも 1 つの公立夜間中学校の設置を目指し、少

しずつその機運は高まってきたものの、現在 10 都府県

34 校(令和２年度)に留まっています。岡山県は残念なが

ら、設置に至ってはいません。 

｢学びたい方すべてに教育の機会を確保し、共に学び、

成長していく学びの場をつくりたい｣という理念を掲げ、

城之内氏は県下初の自主夜間中学校を開設しました。同

校に通う生徒は、１０代から８０代の義務教育未修了者、

形式卒業者、現在不登校の生徒、日本で暮らす外国籍の人

など様々な事情をかかえています。 

また、夜間中学校の運営を支えるのは、城之内氏の考え

に共感するボランティアスタッフで、その構成は現職教

員、元教員、民間企業、学生など様々な立場の人たちです。 

 今後、国や岡山県はどの方向に進もうとしているので

しょうか。私たちにできることはどんなことでしょうか。 

岡山自主夜間中学校の現状や国や県の最新情報について

の話を聞いて一緒に考えましょう。 

《講師プロフィール 》 

広島県府中市生まれ。公立中学

校で勤務する傍ら、2017 年４月

に岡山交流センターを教室にし

て｢岡山自主夜間中学校｣を立ち

上げた。2018 年 12 月からは一

般社団法人として活動している。 

その間、西日本豪雨で被災した

子どもたちの学習支援、ハンセン

病家族訴訟原告団の支援等、幅広

く活動をしている。 

現在は、岡山に｢公立夜間中学

校｣が設置されるよう尽力してお

り、テレビや新聞等のマスコミで

も紹介され、注目を集めている。 

定員 

60 名 

入場無料 

 


